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住民懇談会・平成28年11月臨時会

住民懇談会での意見：坂下病院関連、議会への要望 13P

11月臨時会：９月23日豪雨等による災害復旧事業補正の審議など 14P

全員協議会： 議会と町の意見交換（坂下病院の経過報告）  14P～16P

委員会報告：中津川市議会とリニアで合同会議など 16P

11月19日㈯　南木曽会館

住民懇談会を開催しました
　住民懇談会の前半には、木曽保健福祉事　住民懇談会の前半には、木曽保健福祉事
務所長　西垣明子氏より「地域医療構想と務所長　西垣明子氏より「地域医療構想と
木曽地域の医療提供体制について」ご講演木曽地域の医療提供体制について」ご講演
いただきました。いただきました。
　木曽医療圏の人口構成推計や入院患者数　木曽医療圏の人口構成推計や入院患者数
からみて必要な病床数のこと、救急医療のからみて必要な病床数のこと、救急医療の
状況など、木曽地域の医療の今後を考える状況など、木曽地域の医療の今後を考える
ためのお話を聞くことができました。ためのお話を聞くことができました。

　小雨の降る寒い日でありまし　小雨の降る寒い日でありまし
たが、約30名の方が会場へ足たが、約30名の方が会場へ足
を運んでくださいました。を運んでくださいました。
　参加した皆さまからの貴重な　参加した皆さまからの貴重な
ご意見は、次ページに概要を掲ご意見は、次ページに概要を掲
載させていただきました。載させていただきました。

議会だより議会だよりなぎそ
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住
民
懇
談
会

坂
下
病
院
関
連

住
民
懇
談
会

議
会
へ
の
要
望

議
会
の
あ
り
方

特
別
委
員
会

委
員
長　

早
川　

親
利

　

今
年
６
月
以
降
、
国
保

坂
下
病
院
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
起
き
て
い

ま
す
。
医
師
不
足
で
外
科

診
療
が
８
月
か
ら
閉
鎖
し
、

９
月
か
ら
は
救
急
医
療
が

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
中
津
川
市
は
、

国
の
政
策
に
基
づ
く
病
院

の
ベ
ッ
ド
数
の
見
直
し
や

財
政
面
か
ら
の
検
討
を
行

い
、
６
月
末
に
坂
下
病
院

の
診
療
所
化
と
い
う
ひ
と

つ
の
プ
ラ
ン
を
住
民
に
示

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
南
木
曽
町
を
含
め
周
辺

の
多
く
の
利
用
者
が
不
安

を
訴
え
、
病
院
機
能
の
存

続
を
求
め
る
と
い
う
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
懇
談
会
で
お
聞

き
し
ま
し
た
皆
さ
ん
の
ご

意
見
や
要
望
な
ど
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

男
性
（
70
代
）

　

今
ま
で
の
経
過
は
聞
い

た
が
、
今
後
は
12
月
の
結

論
を
待
つ
と
い
う
こ
と
か
。

男
性
（
70
代
）

　

一
般
質
問
で
一
つ
の
質

問
に
長
い
時
間
を
か
け
る

議
員
が
い
る
が
、
傍
聴
で

多
く
の
意
見
を
聞
け
る
よ

う
も
う
少
し
短
く
し
て
欲

し
い
。

　

当
日
は
雨
の
中
、
約
50

名
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

西
垣
所
長
に
は
、「
木

曽
地
域
の
医
療
構
想
に
つ

い
て
」
詳
し
く
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
部
で
は
、

坂
下
病
院
存
続
の
ご
意
見

以
下
、
議
会
に
対
し
て
多

く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
坂
下
病
院
関
係
に

つ
き
ま
し
て
は
、
医
師
の

僻
地
へ
の
確
保
な
ど
県
や

国
へ
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

一
般
質
問
の
あ
り
方
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
等
の
意
見
に
つ

い
て
は
、
議
会
の
中
で
協

議
し
、
よ
り
よ
い
方
向
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

女
性
（
60
代
）

　

議
会
の
要
望
書
は
受
け

取
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た

よ
う
だ
が
、
そ
の
後
の
要

望
は
12
月
の
結
果
を
待
っ

て
考
え
る
の
か
。
医
師
不

足
の
問
題
は
認
識
し
て
い

る
が
、
坂
下
病
院
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。
県
境
で

あ
る
こ
と
も
含
め
、
も
っ

と
県
や
国
へ
働
き
か
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
在
宅

介
護
で
は
医
師
が
い
な
け

れ
ば
無
理
、
診
療
所
に
な

れ
ば
医
師
は
減
る
。

　

子
ど
も
、
孫
の
た
め
に

国
や
県
を
巻
き
込
み
、
運

動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
と

の
思
い
で
「
南
木
曽
の
医

療
を
守
る
会
」
を
立
ち
上

げ
た
。
議
員
の
皆
さ
ん
に

も
参
加
協
力
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

男
性
（
80
代
）

　

国
の
福
祉
政
策
の
問
題

だ
。
懇
談
会
の
参
加
者
も

少
な
く
、
意
識
の
低
さ
を

感
じ
る
。

　

署
名
は
し
た
が
、
そ
の

後
の
関
心
が
薄
い
。

女
性
（
80
代
）

　

県
境
の
地
域
の
こ
と
を

考
え
て
欲
し
い
。

男
性
（
70
代
）

　

県
境
の
医
師
問
題
は
以

前
か
ら
あ
っ
た
が
協
議
す

る
場
も
あ
っ
た
。
突
然
の

問
題
に
驚
い
て
い
る
が
諦

め
て
は
い
け
な
い
。
存
続

に
向
け
て
活
動
す
べ
き
だ
。

　

住
民
が
一
体
と
な
り
危

機
感
を
共
有
し
「
南
木
曽

の
医
療
を
守
る
会
」
の
立

ち
上
げ
に
賛
同
す
る
。

女
性
（
70
代
）

　

12
月
に
中
津
川
市
長
の

出
す
方
針
は
ど
う
い
う
も

の
か
。

　

市
議
会
の
動
き
は
ど
う

か
。
賛
否
両
論
あ
る
と
思

う
が
存
続
賛
成
の
議
員
と

連
携
で
き
な
い
か
。

女
性
（
60
代
）

　

以
前
か
ら
医
師
不
足
の

問
題
は
あ
っ
た
が
住
民
に

知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
置
き

去
り
に
さ
れ
た
よ
う
で
お

か
し
い
。

男
性
（
70
代
）

　

「
中
津
川
市
公
立
病
院

地
域
協
議
会
」
で
意
見
を

述
べ
て
も
、
ふ
が
い
な
く

困
惑
し
て
い
る
。

　

今
日
は
力
強
い
応
援
を

得
て
頑
張
る
勇
気
が
湧
い

て
き
た
。

男
性
（
70
代
）

　

署
名
活
動
以
降
、
住
民

の
意
識
が
冷
め
て
い
る
。

坂
下
地
区
と
中
津
川
地
区

の
温
度
差
を
感
じ
て
い
る
。

「
坂
下
病
院
を
支
え
る
会
」

と
連
携
し
、
南
木
曽
で
も

活
動
す
べ
き
だ
。
組
織
的

な
活
動
を
起
こ
し
、
市
街

地
の
住
民
に
も
訴
え
る
べ

き
だ
。

男
性
（
60
代
）

　

議
会
の
出
し
て
い
る
５

項
目
の
要
望
を
、
町
の
方

向
性
と
し
て
整
理
し
て
は

ど
う
か
。

男
性
（
60
代
）

　

議
会
の
広
報
が
少
な
く

議
会
活
動
が
わ
か
り
に
く

い
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

の
中
継
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
配
信
な
ど
行
っ
て
欲
し

い
。

　

高
齢
者
が
増
え
て
お
り
、

役
場
庁
舎
の
階
段
昇
り
降

り
も
大
変
で
あ
り
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
要
望
す
る
。

　

町
・
地
域
振
興
協
議

会
・
議
会
が
一
丸
と
な
り
、

様
々
な
問
題
に
取
り
組
ん

で
欲
し
い
。

男
性
（
30
代
）

　

「
議
会
だ
よ
り
」
い
つ

も
読
ん
で
い
る
。
難
し
い

こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
放

課
後
子
ど
も
教
室
の
移
転

の
事
な
ど
、
子
育
て
世
代

の
親
に
も
関
係
し
興
味
を

引
く
議
会
報
を
要
望
す
る
。

男
性
（
70
代
）

　

「
議
会
だ
よ
り
」
を
楽

し
み
に
読
ん
で
い
る
。
議

会
で
出
さ
れ
た
質
問
な
ど

が
町
政
に
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
結
果
が
知
り
た
い
。

　

議
場
は
立
派
な
造
り
で

議
会
以
外
の
有
効
活
用
を

考
え
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

傍
聴
席
は
入
り
や
す
い
よ

う
工
夫
し
て
欲
し
い
。
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1111
月
臨
時
会

月
臨
時
会　　
審
議
議
案

審
議
議
案

●
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
者
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
改
正

　

国
家
公
務
員
の
給
与
改

正
に
準
じ
て
、
特
別
職
の

職
員
で
常
勤
の
者
（
町

長
・
副
町
長
・
教
育
長
）

の
期
末
手
当
を
年
０
・
１

か
月
分
引
上
げ
る
も
の
で

す
。

●
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の

改
正

　

国
家
公
務
員
の
給
与
改

正
に
準
じ
て
、
期
末
手
当

を
年
０
・
１
か
月
分
引
上

げ
る
も
の
で
す
。

●
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く

国
家
公
務
員
の
給
与
改
正

に
準
じ
て
、
一
般
職
の
職

員
の
給
与
を
改
定
し
、
勤

勉
手
当
の
年
０
・
１
か
月

分
引
上
げ
及
び
扶
養
手
当

の
見
直
し
を
す
る
も
の
で

す
。

●
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　

事
故
の
和
解
及
び
損
害

賠
償
の
決
定

　

町
道
蘭
広
瀬
線
に
お
い

て
、
枯
損
木
が
台
風
接
近

の
影
響
で
落
下
し
、
車
両

を
破
損
さ
せ
た
事
故
に
つ

い
て
賠
償
し
た
処
分
の
報

告
で
す
。

●
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　

９
月
23
日
の
豪
雨
等
に

よ
る
災
害
復
旧
事
業
で
、

農
業
用
施
設
等
の
復
旧
経

費
を
９
８
９
万
４
千
円
補

正
し
ま
し
た
。

坂
本
議
員

■Ｑ
説
明
資
料
の
災
害
復

旧
額
と
予
算
額
に
差
異
が

あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

●Ａ
土
の
う
や
バ
リ
ケ
ー

ド
な
ど
特
定
で
き
な
い
災

害
現
場
の
経
費
が
あ
る
た

め
で
す
。

■Ｑ
上
の
原
の
土
捨
場
の

管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
か●Ａ

今
回
の
大
雨
で
土
砂

が
流
失
し
た
た
め
、
国
交

省
が
大
型
土
の
う
で
処
置

を
し
て
い
ま
す
。

意
見
将
来
的
に
地
主
に

返
す
前
に
土
砂
流
失
な
ど

維
持
管
理
上
問
題
が
起
き

な
い
よ
う
国
交
省
と
し
っ

か
り
話
を
詰
め
て
ほ
し
い
。

高
橋
議
員

■Ｑ
町
道
大
妻
籠
線
の
り

面
が
崩
落
し
た
原
因
は
。

事
前
に
対
応
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

た
の●Ａ

道
路
排
水
が
原
因
で

す
。
事
前
に
嵩
上
げ
し
て

あ
り
ま
し
た
が
、
水
が
一

か
所
に
集
中
し
た
こ
と
に

よ
り
災
害
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

意
見
日
ご
ろ
の
点
検
・

整
備
に
よ
り
災
害
を
減
ら

す
よ
う
お
願
い
す
る
。

早
川
議
員

意
見
説
明
資
料
の
被
災

状
況
に
、
落
石
、
倒
木
や

土
砂
流
失
と
あ
る
が
規
模

が
わ
か
ら
な
い
の
で
次
回

か
ら
数
量
を
明
記
し
て
ほ

し
い
。

北
原
議
員

■Ｑ
災
害
復
旧
事
業
債
の

利
率
は
他
の
起
債
と
同
じ

か
。
か●Ａ

利
率
は
０
・
２
％
程

度
で
す
が
、
交
付
税
の
措

置
率
が
95
％
と
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

近
藤
議
員

■Ｑ
事
前
に
現
地
確
認
や

地
元
へ
の
説
明
を
す
る
た

め
に
も
次
回
か
ら
事
前
に

資
料
提
供
で
き
な
い
か
。

資
料●Ａ

金
額
の
確
定
の
関
係

も
あ
り
ま
す
が
、
事
前
に

資
料
提
供
を
し
て
い
き
ま

す
。

一
般
会
計
補
正

一
般
会
計
補
正

予
算
予
算
（（
第
４
号
）

第
４
号
）

に
関
す
る
質
疑

に
関
す
る
質
疑

全員協議会　全員協議会　議会と町の意見交換議会と町の意見交換    ―（11月21日）―

・坂下病院の経過報告

■経過
　

坂
下
病
院
に
関
し
て
町

が
関
わ
っ
て
き
た
内
容
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
８
月
６
日
の
住
民
説

明
会
以
降
の
動
き
に
つ
い

て
以
下
に
示
し
ま
す
。

８
月
18
日
：
地
域
振
興
協

議
会
長
会
議
で
署
名
活
動

決
定

８
月
31
日
：
坂
下
・
山

口
・
川
上
・
馬
籠
・
南
木

曽
の
８
団
体
で
、
中
津
川

市
長
に
要
望
書
を
提
出

（
南
木
曽
町
の
署
名
３
２

３
５
名
）

９
月
16
日
：
南
木
曽
町
役

場
に
て
中
津
川
市
に
よ
る

現
状
説
明
会
（
南
木
曽

町
・
大
桑
村
の
職
員
及
び

議
会
議
員
対
象
）

９
月
26
日
：
坂
下
総
合
事

務
所
で
医
師
確
保
に
関
す

る
懇
談
会
。
第
２
次
要
望

書
の
提
出
（
南
木
曽
町
の

署
名
９
１
６
名
追
加
し
、

合
計
４
１
５
１
名
）

10
月
18
日
：
第
１
回
中
津

川
市
公
立
病
院
地
域
協
議

会
（「
地
域
協
議
会
」）
開

催
、
南
木
曽
町
か
ら
地
域

振
興
協
議
会
長
会
議
の
代

表
参
加
、「
地
域
協
議
会
」
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は
、
住
民
の
意
見
を
市
や

市
長
に
提
示
す
る
、
市
長

は
12
月
中
に
市
の
方
針
を

決
め
る
予
定

10
月
31
日
：
坂
下
病
院
院

長
と
副
院
長
と
の
懇
談

11
月
１
日
：
南
木
曽
町
ま

ち
づ
く
り
会
議
で
経
過
報

告
し
、
市
へ
の
提
言
の
と

り
ま
と
め

11
月
４
日
：
中
津
川
市
へ

提
言
書
送
付

11
月
７
日
：
中
津
川
市
よ

り
８
月
31
日
に
提
出
し
た

要
望
書
の
回
答
（
注
）

11
月
19
日
：
町
議
会
の
住

民
懇
談
会

11
月
21
日
：
第
２
回
「
地

域
協
議
会
」
開
催
、
質
疑

へ
の
回
答
・
提
言
書
に
つ

い
て
の
協
議
、
12
月
14
日

に
協
議
会
と
し
て
の
提
言

を
ま
と
め
る
方
向

11
月
22
日
：
中
津
川
市
副

市
長
と
南
木
曽
町
と
の
会

談12
月
14
日
：
第
３
回
「
地

域
協
議
会
」
開
催
予
定

注
：（
参
照
）
南
木
曽
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
住
民
課

健
康
し
あ
わ
せ
係　

国
民
健

康
保
険　

坂
下
病
院
に
つ
い

て

坂
本
議
員

■Ｑ
10
年
先
の
地
域
医
療

を
ど
う
す
る
か
だ
が
、
シ

ナ
リ
オ
２
の
坂
下
病
院
診

療
所
化
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

的
な
面
も
分
か
り
に
く
い
。

地
域
医
療
構
想
の
中
味
を
、

介
護
の
問
題
な
ど
も
含
め
、

市
の
ほ
う
か
ら
示
し
て
も

ら
い
た
い
。
高
齢
化
で
病

床
数
は
む
し
ろ
増
え
る
の

で
は
な
い
か
な
ど
は
県
と

も
連
携
し
な
が
ら
研
究
で

き
な
い
か
。

●Ａ
シ
ナ
リ
オ
２
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
確
認

す
る
と
と
も
に
、
病
床
数

の
将
来
に
向
け
た
考
え
方

に
つ
い
て
県
と
連
携
し
研

究
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見
最
寄
り
の
病
院
が

無
く
な
る
と
、
介
護
の
問

題
な
ど
も
含
め
、
町
づ
く

り
が
で
き
な
い
と
い
う
深

刻
な
問
題
だ
。
町
の
覚

悟
し
た
対
応
が
必
要
だ
。

県
・
国
へ
の
働
き
か
け
も

含
め
、
町
づ
く
り
の
方
向

が
見
え
て
く
る
よ
う
な
町

の
姿
勢
を
示
し
て
欲
し
い
。

近
藤
議
員

意
見
19
日
の
住
民
懇
談

会
で
は
住
民
の
中
か
ら
切

実
な
意
見
が
出
て
い
る
。

「
南
木
曽
の
医
療
を
守
る

会
」
を
発
足
し
た
い
と
い

う
意
見
も
あ
り
、
住
民
運

動
と
し
て
協
力
し
て
い
き

た
い
。

　

病
院
機
能
縮
小
の
根
本

的
な
原
因
は
、
医
師
の
確

保
が
で
き
な
い
こ
と
だ
。

研
修
医
制
度
が
関
わ
っ
て

お
り
、
岐
阜
県
側
だ
け
で

は
難
し
い
面
も
あ
る
。
長

野
県
議
会
、
県
選
出
議
員

に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
住
民
運
動
だ

け
で
は
解
決
で
き
る
道
が

難
し
い
。

■関連Ｑ高
橋
議
員

　

岐
阜
県
議
、
長
野
県
議

と
も
話
を
し
て
い
る
。
長

野
県
選
出
の
国
会
議
員
や
、

岐
阜
県
の
国
会
議
員
、
岐

阜
県
に
も
お
願
い
し
な
く

て
は
い
け
な
い
。
地
方
創

生
を
謳
っ
て
い
る
中
で
地

方
創
生
を
潰
す
政
策
は
よ

く
な
い
こ
と
か
ら
厚
労
省

へ
も
行
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

12
月
の
補
正
に
費
用
を

盛
れ
る
か
。

●Ａ
要
望
の
た
め
の
費
用

は
、
議
会
か
ら
要
求
が
あ

れ
ば
検
討
で
き
ま
す
。
12

月
の
議
会
に
は
間
に
合
い

ま
す
。■関連意見北

原
議
員

　

相
手
の
あ
る
こ
と
な
の

で
、
議
会
で
ど
う
す
る
か
、

ま
た
委
員
会
な
ど
で
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

伊
藤
議
員

■Ｑ
11
月
18
日
の
信
毎
に
、

宮
島
喜
文
参
議
院
議
員
の

厚
労
委
員
会
で
の
発
言
が

出
て
い
る
。
病
床
数
の
削

減
地
域
が
出
て
く
る
が
住

民
に
情
報
を
提
供
し
理
解

を
得
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
ま
た
都
道
府
県
が
地

域
医
療
の
充
実
を
求
め
て

お
り
、
国
が
配
分
す
る
額

は
十
分
な
金
額
と
言
え
る

の
か
な
ど
、
塩
崎
厚
労
大

臣
は
ご
指
摘
の
通
り
と
応

じ
た
と
あ
る
。

　

私
た
ち
が
何
も
し
な
い

と
い
う
の
は
お
か
し
い
、

腹
を
決
め
て
議
員
も
町
も

訴
え
て
い
く
べ
き
と
思
う
。

　

中
津
川
市
と
リ
ニ
ア
の

懇
談
会
が
あ
り
、
大
井
副

市
長
に
話
を
し
た
。
町
で

調
達
で
き
な
い
も
の
は
、

中
津
川
市
に
依
存
し
て
い

る
こ
と
も
考
え
て
欲
し
い

と
伝
え
た
。

●Ａ
病
院
の
問
題
は
、
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
い
ろ

ん
な
声
を
上
げ
、
中
津
川

市
に
考
え
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

話
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
地
方
に
医
者
が

い
な
い
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
で
す
。
町
と

し
て
は
、
機
会
あ
る
ご
と

に
県
や
国
会
議
員
へ
話
を

し
て
い
る
ほ
か
、
公
式
の

場
で
も
医
者
の
偏
在
の
問

題
に
つ
い
て
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
県
の
町
村
会
の

要
望
書
に
、
国
へ
の
提
言

と
し
て
取
り
上
げ
て
も
ら

い
、
国
会
や
議
員
に
も
提

出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

政
府
与
党
で
専
門
委
員
会

を
作
り
調
査
す
る
と
言
っ

て
お
り
、
厚
労
省
で
も
調

査
を
始
め
る
と
聞
き
ま
し

た
。
今
こ
そ
も
っ
と
地
方

か
ら
も
声
を
出
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
坂
下
病

院
の
存
続
の
運
動
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
立
場
を

考
慮
し
な
が
ら
や
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
病

院
を
残
し
た
い
、
機
能
を

縮
小
し
た
く
な
い
思
い
は

み
な
さ
ん
一
緒
で
す
。
例

え
ば
町
の
行
政
自
体
が
中

津
川
市
の
や
る
こ
と
に

真
っ
向
か
ら
反
対
と
言
う

こ
と
は
通
常
で
き
な
い
こ

と
で
あ
り
、
要
望
や
協
議

と
い
っ
た
形
を
と
り
な
が

ら
話
を
進
め
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

　

同
様
に
議
会
は
議
会
の

や
り
方
や
方
法
を
と
り
な

が
ら
伝
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

中
津
川
市
民
の
多
く
が
、

坂
下
病
院
は
何
ら
か
の
形

で
必
要
だ
、
も
っ
と
考
え

る
べ
き
だ
と
い
っ
た
形
に

な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
街
地
ま
で
は
声
が
届
い

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、

他
の
方
法
で
は
ど
う
な
の
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リニア新幹線対策特別委員会報告
　中津川市議会との第２回合同会議を開催しました中津川市議会との第２回合同会議を開催しました

国有林対策特別委員会報告
　木曽森林管理署南木曽支署との意見交換会を行いました木曽森林管理署南木曽支署との意見交換会を行いました

　11月14日午後、中津川市健康福祉会館多
目的ホールにおいて南木曽町議会のリニア新
幹線対策特別委員会と中津川市議会のリニア
中央新幹線対策特別委員会とで合同会議を開
催し、意見交換会を行いました。
　中津川市では岐阜県駅（美濃坂本）および
道路など市内周辺整備を重点施策として、リ
ニア効果で活性化に結びつける考えです。
　南木曽町議会は、住民の生活環境を守るた
めトンネルから出る残土処理、運搬、水資源
などの諸問題のリスク削減に努め、協定書の締結に努力することを述べ、リニアのアクセス道路とな
る田立から坂下間の道路改良に協力していただくように市議会へ要望しました。
　リニアの通る隣接市町として、今後もこの会議を継続し、課題と情報を共有していきます。

　11月24日午後、長者畑搬出間伐現場、額付本谷治山
工事の現地視察と木曽森林管理署南木曽支署との意見交
換会を開催しました。
　南木曽支署での意見交換会では、支署から平成28年
度の事業説明があり、質疑など交わされました。
【意見交換の一部】
・治山堰堤の木型型枠は地元産材？→業者が検討。
・蘭国有林の林道が民有地前で止まっているが？
　→町の計画との調整も必要だ。
・森林管理に地域の人材が必要では？→そう感じている。

か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
考
え
な
が
ら
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
時
間
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
で
き
る
こ

と
を
工
夫
し
な
が
ら
効
果

的
に
声
を
届
け
る
こ
と
が

大
切
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

意
見
中
津
川
市
民
に
聞

い
て
も
、
坂
下
病
院
は
な

く
す
べ
き
と
い
う
意
見
は

多
い
と
思
う
。
こ
ち
ら
で

動
か
な
い
限
り
存
続
は
あ

り
得
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

高
橋
議
員

意
見
時
間
が
な
く
、
わ

ら
に
で
も
し
が
み
つ
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

の
が
南
木
曽
町
の
置
か
れ

て
い
る
立
場
で
は
な
い
か
。

ど
こ
へ
で
も
が
む
し
ゃ
ら

に
し
が
み
つ
い
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
、
そ
ん

な
気
が
し
て
い
る
。

早
川
議
員

意
見
中
津
市
議
会
で
は

坂
下
病
院
を
何
と
か
し
た

い
と
い
う
思
い
は
少
な
く

感
じ
る
。

　

19
日
の
住
民
懇
談
会
で

は
、
議
会
も
国
や
県
へ
住

民
の
声
を
持
っ
て
い
っ
て

欲
し
い
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。
時
間
が
な
い
な

り
に
、
町
と
議
会
が
一
緒

に
な
っ
て
国
へ
要
望
し
、

南
木
曽
町
の
意
見
を
中
津

川
市
へ
伝
え
る
こ
と
で
、

少
し
は
変
わ
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
。

山
﨑
議
員

■Ｑ
中
津
川
市
の
提
示
し

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン

の
２
０
２
５
年
に
い
き
な

り
着
地
点
を
も
っ
て
行
く

の
で
は
な
く
、
坂
下
病
院

を
中
心
と
す
る
地
区
の
人

口
減
少
、
利
用
者
の
減
少
、

病
床
数
な
ど
を
見
比
べ
て
、

１
年
ご
と
の
よ
う
な
段
階

的
な
検
討
が
で
き
な
い
か
。

●Ａ
近
い
う
ち
に
会
議
を

予
定
し
て
い
る
副
市
長
へ

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
話
を
伺
う
中
で
、

こ
ち
ら
の
意
見
も
伝
え
、

向
こ
う
の
話
も
聞
い
て
く

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

健康福祉会館における意見交換会のようす

蘭国有林：ウッドライナーによる集材作業




